
 

 

                     

               
                           

平成２７年度が始まりました 

入学式 学校長式辞より 
一雨ごとに春の明るさが増してくるこの良き日に本校第六九回入学式を挙行できることを、たいへんうれしく思います。

新入生の皆さん、ならびに保護者の皆様方、ご入学おめでとうございます。

 先ほど、担任の先生から名前を呼ばれた二〇一名の皆さんは、今日から、伝統ある足立区立第四中学校の一年生です。在

校生、教職員とともに、入学を心からお祝いいたします。

 また、本日の入学式にあたり、ご来賓の皆様方におかれましては、公私共にご多用の中、ご臨席を賜りまして、誠にあり

がとうございます。新入生、保護者、教職員に代わりまして、高いところからではございますが、厚く御礼申し上げます。

 さて、新入生の皆さんは、義務教育の仕上げをする中学校生活の第一歩を、今日、踏み出しました。

 これからの三年間の生活は、大変短期間でありますが、とても大切な三年間です。それは、責任ある大人として、また、

社会人として、社会に貢献する人になるための、基礎を作るときだからです。このときにしっか

の基礎となって将来に大きく影響してきます。一日一日を大切に過ごし、それを積み重ね大きく成長してほしいと思います。

 そこで今日は第四中学校での三年間の生活で、身につけてほしい力を二つ提示します。

第一には「正しい判断力を身につける」ことです。正しい判断力を身につけていくためには、判断の基礎となる知識や経

験が必要です。授業にしっかり取り組み、学習内容を深め、知識を蓄積します。また、行事や部活動、係り活動などに一生

懸命取り組み、経験を蓄積していきます。その知識と経験の積み重ねが、物事を正

力を着実に身に付けるために皆さんが行うことは、まず、「指導してくださる先生方の言うことをきちんと聞くこと」が基

本です。その上で、「積極的に学習やその他の活動に取り組むこと」、そして、「結果が出るまでねばり強く努力する」こ

とです。 
第二には「豊かな心を育てること」です。豊かな心を育てていくためには、他を思いやる心がまず必要です。人は皆、喜

びや悲しみを感じる心を持ち、希望をもって生きています。互いの違いを認め、そのよさを学び合い、思いやりの心を

て接することで、すばらしい友情が生まれます。仲間たちと喜びや悲しみを共にすることで、豊かな心が生まれ、育ってい

きます。東京オリンピックの誘致の際に話題になった「おもてなし」は日本人が古くから大切にしてきた思いやりの心を表

す言葉です。この気持ちをもって学校生活を送ることにより、豊かな心が育まれていきます。学校は集団生活の場です。全

員が気持ちよく学校生活を送るために、自分本位の考えではなく、一人ひとりが仲間を大切にする行動をすることを心がけ

てください。 
「正しい判断力を身につけること」「豊かな心を育てること」の二つの目標を達成するために、

員として、誇りをもち一生懸命学校生活に取り組んでください。

 
保護者の皆様、お子様を今日まで育み慈しんでこられたご労苦に、改めて敬意をあらわすとともに、お子様のご入学を心

からお祝い申し上げます。この機会に保護者の皆様にもお願いがあります。お子様が中学生になるこの節目に、お子様との

関わり方を考えていただきたいと思います。自分のことはできるだけ自分でさせること、いろいろな事を選ばせることなど、

お子様が自分で決めて、決めたことに粘り強く取り組み、出た結果は自分の責任であることを自覚させること

は控えること、また、子どもの言うことだけを鵜呑みにしない。など、お子様が自立していくために、保護者としてどのよ

うに関わっていくかを、考えていただきたいと思います。中学校三年間は、お子様の自立に向けての基礎を作る大切な三年

間です。その成長を確かなものにするためには、学校と家庭の強い連携，絆が必要です。できるだけ学校に足を運んでいた

だき、お子様を含めた他の生徒の活躍する姿を見ていただくことにより、お子様の実態が理解でき、よりよい関わり方が見

えてくると思います。よろしくお願いいたします。

 
ご来賓の皆様、昨年度も本校の教育活動に対し、絶大なるご支援を頂戴し、誠にありがとうございました。区内まれに見

るこの地域の力を、今後とも第四中学校の生徒の教育に生かしていただけますよう、切にお願い申し上げます。本校生徒を

温かく見守っていただくとだけではなく、時には厳しくご指導いただき、第四中学校の誇りある伝統を伝えていただきます

ようにお願い申し上げます。 
結びに、子ども達を成長させるために、教職員一丸となり、全力で教育活動に取り組むことを誓い、式辞といたします。
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足立区立第四中学校長 高橋 淳 


